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研究資料

演習林地元部落の生いたち

山添 精三 1)

1)農学部林学科 林政学教室(昭 和11年9月 ～昭和46年3月 在職)

「編集委員会注」

山添精三先生(故)は 旧制鹿児島高等農林学校の,そ して新制鹿児島大学農学部林学科の林政学教室の教授として35年

間(昭 和11年9月 ～昭和46年3月)在 職された。その間,演 習林長,農 学部長などを歴任された。本稿は先生が退官後

著された私的な思い出集 「清閑雑記」の中に含まれているもので,馬 田英隆前演習林教授に紹介していただいた。高隈

演習林に関する歴史的資料として貴重なものであるため,今 回研究資料として掲載することにした。掲載にあたっては,

縦書き漢数字の本文および表を横書き算用数字に変換している。

本稿内に挙げてある六つの地元部落の中で,演 習林内部落と高峠部落は消滅して今は無い。馬田英隆先生によれば,

7林 班にあった演習林の旧建物を取り壊す際に,戦 時中に作 られたものと思われる 「演習林部落報国婦人団」と染め付

けられた小皿があったそうである。なお,本 稿に関連する資料 として演習林報告第1号に山添精三先生 ・肥後芳尚先生

による 「高隈演習林における林業労働に関する考察」,第3号 に肥後芳尚先生による 「山間集落の人口推移について

-演習林地元部落の事例-」 がある。

演 習林地元 部落 の生いたち

この原稿は数年前に書き上げておったもので,「演習林

発展の側面史として」 というような副題をつけて,高 隈演

習林の50年史,あ るいは60年史のようなものが刊行される

ときに寄稿するつもりでおった。私は在勤中演習林史の編

集を再三提案したが,遂 に実現を見るに至らなかったので,

この機会に原稿の論文調を多少和げて書き直してみた。

高隈演習林は開設以来60年 以上の歴史を経たが,そ の面

積の上から見ても,ま た蓄積の上から見ても,全 国大学演

習林の中でも優れたものの一つとして数えることができる。

本演習林を顧みるとき,そ の事業の発展,森 林の生長は大

きく注目せられるであろうが,そ の間陰にかくれて見落さ

れがちになるのは人の努力,中 でも遠い山道を往復し,け

わしい山腹に全身の汗を流して立ち働いた労務者の人々の

ことである。演習林の労務者は演習林内及びその近くの部

落に住む人たちである。これらの人たちは演習林の各種の

作業に出没して,得 られた賃金収入を生活の足 しにした。

かれらは演習林内,あ るいはその周辺を零細な耕地を持っ

て,暮 しをたてている貧 しい兼業農家の人々が多いのであ

る。開設以来予算の関係で多くの事業を為し得なかった演

習林は,か れらに充分な仕事量を供給することのできない

憾みはあったが,そ れでも,か れらは作業に従事して,僅

かながらも現金収入を得ることができた。あるいは薪炭林

の払下を受けて製炭を営んだ。このようにして,長 年にわ

岳野管理所前にて,林 学科教官,演 習林職員(昭 和40年8月)

たって,演 習林とかれらは労働力の需要者と供給者という

立場で,密 接不離の関係を持った。演習林に盛衰の歴史が

あったように,か れら個人にも,ま た部落にも幸不幸の運

命があっただろう。 しかし大局的に見て,演 習林の林相は

改善され,蓄 積は増 し,事 業も拡大し,目 覚ましい発展を

遂げた。演習林の管理経営に当った職員の責任遂行と,そ

の下で労務者として肉体労働に従事した部落の人々の協力

を忘れてはならない。しかし大学の歴史編さんに当って,

演習林自体の発展は特筆されても,こ れらの陰の人々の努

力はとかく見落されがちになるものである。森の樹々は美

事に成長しても,こ れらの隠れた事実を物語ってくれない。

また保存されている書類や台帳の数字の間から,こ れらの

事実をくみとることも容易なことでない。僅かに長年勤め


